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多色棚搬質図の栂色について

さて私たちがいま生をうけてめぐり合わせている現

代はまさに色彩の世界といっても過言ではないほど

華麗匁色に満ちあふれてい凌す｡ちょっと身の回りを

振り返ってみても家具調度品から台所用品にいたる

まで戦前では思いもよら粗かった品々にもそれぞれ

の意匠をこらした上品泳あるいは華やか溶魯どりがほ

どこ慈れ私淀ちをっつみ盤かな気持は誘い込んでく

れており漢す､また一歩最を外に踏み出せばいや応な

くポスタｰ類書籍雑誌等の表装や商品の外装カレン

ダｰ鮒｡眺｡秘冒紀飛び込んできます｡そ叔らは塞

ζとは美しい配色色調で目を楽し濠ぜ購買意欲をそそ

ったりレジャｰへの誘惑心をか煮たたせてくれたりも

します.それらの美術品?は周囲を明るくしてくれ

たり私たちの心を和ご凌せてくれたりする印刷物とし

ての効踊を果たしていてとも偽も今や印刷文化の欄熱

期ともい克馬時代ではあります,

とζるがその華やかさとはうらはらにすでに多くの

人が気付いているように街頭ポスタｰ扱どいくらも時

員が花花ないのぽ初めのみごと恋魯含いは次第に鵜せ

てなん&なく脅りぽくなりしまいには脅一色の哀れ

な残骸を凄らすよう虹なってしまい叢す里このことは

室内あるいはウインドｰ内のそれら杷とっても変化の度

合いの緩慢さこそあれ同じこ&がい免蜜す昔人により

ては色刷りのものが縄せるのは当り葡でそ多匁るのか

何となく常識であるかのよう紀恩いこんでいるかのよう

紀も屍受ゆられ塞す｡もちろん浦黒タｰ匁どのマスプ

ロマ汲消費の商品であれ凄次次&新しい人賢を引養付

けるものたと麦凄デザイン配色レイアウト匁どの

新鮮養を競うことはよって勝:鎮するものもあるわけで

でき上ったものそのものが評梱の対象と在るのであ凄

りあとあとのことまで考免液くともよくそれはそれで

一応の使命を果たしているのでしょう.

氏1中観一

ところがζれが一たび地図類つまり学術上の資料と

なる印刷物となるとこれでは済まない乙とになり護す.

つまり印刷物としての概念は同じでも目的｡用途が

異なれば手段方法も自ら異在ってこなければなら狂いと

い火とでしょう.ご承知のように地質調査所では

i/砺1y渕万･1/50万地質図幅のほか炭田図油閏･ガス田

図水理地質図などそのほかソ㎜万11/500万などの多

色刷地質図を系統的に発行していますし北海道開発庁

1道立地下資源調査所の地質図幅あるいは経済企顧庁の

表層地質図1園土地理院の特殊図名府県の地質図一水

理地質図そのほか民間研究所発行のもの恋とまことに

多種多様枚挙にいとまのない盛況です.そしてこれ

らの多彩をきわめる出版物はすべて殻色によってその内

容を表現しているのはご案内のとおりでここでは亀の

持っ役割りは非常紀重要扱ち蒸っとオニバｰな表現が

許巷れるとすると決定的要譲であるともいえ裏しょ

う.つまりこのように色の祷っ役割りが単に人海にア

ピｰルすることにのみ向けられた場合と学問的要素を

持たせられた場合とは性格が違ってくることは自明の

理と申せましょう.

ですから前者は当座の目的を果たせぱよいし後者に

はそれに十燃があるということだろうと思います,こ

の十撚つまり耐光性1保存性を持たせることが資料とし

ての多色刷地質図を含め淀各種の地図類にとっては非常

なウエイトを占める大き祖問題と怒るのです､

いさ養が手前勝臓の感もあり凄しょうが地質調査所

の地質園は研究者各位の能力の高蜜をセ1■スと受託各社

の鶴力とによって内容とで書ば克のよ巷はかねてから

内外の定評が彩りあ蜜たの論文報告書等の出版物を

通じてその津価を高からしめているわけです世とこ

ろでこれらの出版物は印刷部数ぽ限定されていて一た

び配布交換等で出庫害れるあ在庫品も当然きわめて限

定書れ夜ものになりものぽよりては図書室保管分庖け

という薯態も出てきたりいくら欲しくても入手でき放

いものもあり凄す｡こと紀地質図はよほど差し追った

状況はでもなら佳い限り再版されないのでなおのこと

貴重でありのちのち凄で残って利用されそれを作っ

た研究煮の名前が詞録され引用されて大き狂貢敵を果

たしているのです方とこるが折角このようた評価を得�
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ている成果晶カミ遮光保存してあるときはよいが展示放

どでやや長期的に曝されているとだんだん色がおかし

くなってくるということでは完全な保存性があるとは

いえないし帰朝した方☆の請などにも諸外図の成果晶

とならべて展示してあるものはどうも見劣りするとい

う声も出てきたりして私どもも気に掛かることの1つ

ではあった訳です.

こうなった原因は前にもちょっと触れた経費等の問

題もありますが1つには通常の地図印刷を行なりてい

る印刷会社も受註消化と幾繭の技術的筒上り塞りで誉

ばえのよさ(これも非常熔澄い浪な塾本的なこを恋すか)

に関心が集中しとても莞成品の晶質管理研究護で事

が回らなかったあるいは関心はあ鶯ても余裕が抵がっ

たからともいえましょう､もりともζれを一方的隠

受註者側の責任だときめ付けることも幾っていなくて

やはり鰍8u蹴｡としてそこ塞で指導じ滋げれば匁らな

かった問題であったというべ慈かも如れ凄せん白そう

はいってもどこでも同じ&思い凄すがやはり一方に

は経常的な仕事をまさぽ等一杯かか免込んでいるわけで

そういう問題に打ち込んではごられ抵かったというご些

もまた事実でありましょう由しかし泰態は放置じて潟

けないしまた放置できる性質のものではあり蜜せん硅

では一体外園のものと比べて婆の位悪いのか外團

のものはどれ淀け優れでいるのかそれを実際ぽこの員

で確かめその過程で濠蕊は匁陥があるのかたとえ1笈

｢印刷インキ｣自体が劣りているのかそれ&も印刷等

段方法の改善か必要なのか追究してみ幻古それあ

乎行してお熔鏑鵜亀の欝実は認めざるを碍ないじ芯

漢かいこ&は当面抜き紀して鮒洗性のおるイン兼を操じ

出レて襲ずそれを実験的熔使いその緒果壷愁遣究し

で雛漢うというζとぽじて大賢溶イン勢化挙玉薬(株)

あ東洋イン勢製造(株)お絶鞍斜の送村墨協カ方を潟願

いして鵡年6月夏蝸から禽然洗熔よる汚外爆施裟蜜内

露洗の遺跡試験を始め蜜した吉

蜜て試験方法ですが渕定機欝溶星あ蜜りぷ蚤も租い

ので券常に原始駒?放方法つ蜜り試料め各所恕く

悠鵜亀の皐い批蜘れてい蕃赤･蔑部分を厚等の次ラ

フト紙(90陸)を蟻～蟻㈱幅⑳帯状ぬ切っで潟淑･

直射賢洗紀曝す杓は懇衣､そむて時簡の経過は篶花が

い曝施部&被緩部おを対挑し鵜色度は搬覆部を工oo

とし鵜色の度合い紀篶稔秘顯て鍋曼⑪総魯o一･叱禺

視測定で遺い塞沸｡淀溶じζ卦比は濠雪しても測定

暫のま観秘入る払)で吟後ζのガ法ぽよる渕慾ぽは臭体

的匁派ケｰルを作る必要があります｡たとえば基準

色務黄そ剛幽の｢ベタJ｢万線Jボ格子｣けミ点Jな

ぢそれそれの夏001§0180170…･%のものを作りてお

書対比すれば比較的正確なデｰタが得られるでしょう｡

い蜜夏つの方法は化学曝光を同様に経過時聞単位であ

らかじめ被覆した部分を順次曝光していく方法も考え

られ塞す.いずれにしてもインキメｰカｰは磁気分

光器1濃度測定器ほか高価で精密な測定機器を完備して

おり技術者も研究を重ねているのですが発注脅とし

てはそ芯蜜で深く専門的ぽ遺求する必要はない秘も蜘机

蜜せん佃

花芯そういう機関があれぱ匁るべく清用し協カじて

も密りてりっぱな欝料を作り上げてゆく寮任はおるあ誇

走蜜す畠

矧護磐原姶的紬灼愁爆洗方漆は化学的照射叉鋤鰍

棚齢搬抽滅嚢廠は娩べ象少不安定で務蕃こ詮を時期

的な制隈つ蜜り鍛艦期は隼闇を通岱6､?韮轡の蟻愁月

約§蝸閲湖批い雪蹴約も潜りでいつでもでき葛方法

ではない⑳で幾程前勲湾諦爾を滋でて等順なぎ考免て

潟か溶はれぱ稼蔭ない焚､叙淡あり濠攻岳それでもζの

曝施あ照射鎧の時閲の対挑讃怒湾慧でおり集際並の諸

条件を拷免淀畿慧1ζは滋篶る宵劾溶方漆である鉦淑晩

蜜ず､お釜る懇誘赫葛畿繊を扉るようで戎淡樋瀞私

たちの員は入りでくる亀あい簑も⑬樽源でおる施線そ

れ禽体は無亀透朗で禺で確秘めるた酬忍はけリズ幻

を通す次り縁か彪り凄せん曲秘杷ぢ⑳簿紀映ず藩亀と

いうものは洗線が物体1c幾り淀&き

表繭反撚総澄敏至棚

一部吸収幽雛噸室葦棚

瀦遇娩鱗滅鱗豆㈱

色細がれ是の物体の性質紀よって選択反射(S由CtiVe

鵡総錦鰍)&選択吸収(鮒王嚢ctiveabsorpti㎝)が行な

われ洗の路る部分のはね返りがそれぞれの色を呈する

わはです曲ですから私花もが普通印刷物として屍る

ζをの恋蜜る亀はそれぞれの物質一顔料(pig鵬ψ

〔衛機物⑳ものは当く紀レｰキ(1ake)と呼んでいる〕

を媒質(棚棚嚢)で練り含わせたものです.一般に多

亀漆茅竜災ト印刷紀健う印刷インキは酸化重合型といわ

れ紙爾熔移慈れ施顔料は媒質と助剤によって次のよ

う紀作周巻勅蜜す埋

嬢織継怒獄い一終)令ぺ娑幻レ令助剤(坪ン材ぐコバルト･帯)

ζア幣瓢瀬)

酸化碓用璽省キ乍用

紀

灘反熔

べは夢ルはリヅキシン&して被膜を形成し顔料を固着�



一8

させ熱反応によって裏うつりし扱いようになります茗

一たん固着した顔料はち皮っとやそっ&でほ消えるは

ずは狂いようですがこれに光を当てておく&次第紀薄

くなっていくというまこ二&に奇怪匁現象が起こり凄す.

このご&は蛮たあとで触れる坐してその捜色の実際

を嚢ず順を追ってみ蜜しよう.

1｡曙光期閥§跳蝸紬蜜月5冒約夏工蝸間

2｡試料の分類

�

第エクルｰプ

U.S,G琶｡io敏腕Po{Ca疵｡mia

塁孜NTACRUZS且EET

N.笈.烈ew醐舳aGeo1og三｡alMap

○泌A夏U

F.Ca搬G琶｡io9三que

FRANCEV工LLE･E

J.V5万地質図幅｢佐用｣

��

��

��

��

嚢葦夏ク.ノレ㎜フ｡Fの婁奉諸藩

寧爽葦難色菩蘭は辛葦を誘…の秀}{ナ

禽曼沌曙光部の銅剣砧

んと蛸滅している｡その

土労r手の書瞳紛は妻蔓諒のか

1夕食妻)せ

欝婁エタノシ刷プむ｡§.哲)謎

料率典黒線内側が鞍顎都

.ヒ普撃{鰻亀鴇…{家テ字と称の劣生{玄

禽曼)ぜ称はかなリ奮婁雀圭し

ている､下繍ま脅薫夢)か

け倉わ量であ義秘妻遂の菱糞

蕎寧鐙績5葛%以下�
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b.第2グルｰプ

S杜1/5万地質図幅ヂ佐井｣

M杜〃｢太良鉱山｣

K杜〃r湯本J

c.第3グノレｰプ

S社1/5万地質図幅｢上里J

M杜〃｢邑知潟｣

N杜〃｢大村｣

d.第4グノレｰプ

S杜1/20万地質図幅r七尾･富山｣

N杜〆｢稚内｣

繁至グルｰプ獅zの試料萎

混合単亀を使踊してい曇｡

`菱どんど穣色秘匁い織凝灘繋｡

部彦泊ぺ凱･剛凄綴制ラ鶴

萎

の舷も､淀め嚢｡､

ユ962

王962

��

��

��

��

��

ユ967

第王グルｰプは発行時期のズレかか狂りありますが

これは試料八等の困難さによるものでこの点からも文

献擦料の賛璽さがうかがい知れます.そこでやむを得

ず彩色頓肉の似通ったものとしてU.S.とFとは濃色系

N.Z吉とJ.とは淡色系の組み合わせとしました｡

鶏臓による最初の徴候が現われるのは早いもので

纂0瞬間前後最も遅いもので60～70時間となっていて

発現が早ければ早いほど捜色遠度も早くて120時闇経過

時ではほとんど0に近くなっています.こgで少しば

かり付け加えるとこの鵜色変化に影響を与先るのは曙

光黒積時間のほかに鐙1雨天･強風時1収納前後の室

繁2グルｰヅの費漆該糟･

土都濃鈎潮凄撃機織薫赤

交斜隷炉)洲亨蜜細せ中央

赤斜線はわず洲こ痕跡ザ)

み下都濃色部1重檎櫓子

畿1義敏斜糠�
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綴竃く§兵葦ユll)

ダ葛暮豊撤聾芝程買娘鯛帷

篤夏畿

内光が溝免蔭れ巌す固鶴亀の主要な原園&して商脈も

ち畿り&触れ蜜したが印刷紀健踊凄勅花イン線の霊成

分で齢蕃顔料の損壊&いうご肋溝免密れ蜜す苗篶か

じ閥麗鮮醐技術全般を通じて⑳季殿方法紀も潟よ溶の

で績識的なζ鉦はζζでは鑑けてと為り讃す秘顔料損

壊⑳室役は自然兇線とい克そうです.澄度1滋度等の

作用ももちろん大いに等助はする芯とと思い凄すが電

灯洗線1貼る影響は別の実験(労熊真空列汐一1は篇照

射洗源策澄ケミ動ルランプ卿W刈?洗源か濠の距離約3

鷺肌繁積照射時閥3§時閥鐙鍵遼続照翰餐鱒閥試料滋来イ

ジ判びる警搬/蛎ヂ土星園馳獺66)はぷりて憾おんぎ欝

無あいうこ鐵婁で巷蜜す由ですか蔭本莱は曝洗鱒閥以

外のこ&も考慮記入れるぺきです秘麗然で灘口剛毅繭

は屋内とは比較できないほどのはば以､刺較を受け蕃の

で当初ある程度それも書わめて緩慢な作溺蜜おぷぽす

にしてもこの程度の期闘湾は曝洗の強烈慈畿対蟹松花

ときはことさらに重要視する必要愁瀞泌誇免られ護

す.とまれこの第1グルｰプの実験緕梁芯は錦エ位N,

Z.第2位にU.S.以下はアウトでし花自花澄鷲｡

の黄系の強さと赤系の弱慈が汀串蟻｡のそれお金く滋⑳観

象を見せたのか興味を副い花⑳を㌶由驚｡淋藁麟閥⑳燭

光に賦えたのはりっぱであり操亀技術の庶でも爽㌢沈

学ぶところがありましたごの篤亙グ形㎞プの遺跡結

果で明らかにたった点をいくっかあげ蕃&

Lべ夢刷上にかけ合わせ湖絶の細線や撰様繊党鰯1肋亀秘

周繊に吸収慈れているので飛び帝すい

2.ベタ岡土のかけ合わせで怒鱒閥駒匁勢沙獺ズ汐繊ブで同じ

落と淡いえる

3.赤1黄累の単色細線は機亀漣魔湯埠い

4.黄系かけ合わせの耐齢嚇熟砧ヒしや伸強いのは淡亀→濃

色という印刷順序の施めで塞泌

������

���}時砧肚�����一千幸烹㌣÷}ドｰ…一一一4､一･･一一���

�����⊥･一･一ト…毛帆““べ舳………一…㎞……,一1…山一.･一､喘仙巾咄“拙､咄咄曲u…上山1^1^^一…■……一㌔㌔臨J.祭､＼､皿■L甘…㎞『'㌔㌔…__ふけ一十rト…■寸…』≡』一…L1■r縦色������一

���帖肚●��������

�������

�■一��一一一…1一一一一一一一一一一一一寸…㎞^……■H…工��������一

�����������一■■

��������

������､�����

�������山｣……����

������､､F.R.＼���……阯…､.1＼�o�

�������も����

�������､����

�������､����

�������､����

1�一������､�;1��､､一�.

���.L一,Y｡����1:＼�.i｢..一･`ユ�………』�一一�

������

��…≡�R..�11画�����､､��

����������､一一�

����≡i郷鋤郷蝸釜婁�§������

鮒閉=い��������11､､■§アO轟婁Oll⑪OlO120蟻顯鍔舳7ハ5日〕���

顯

解

鶴玉ダ災一プ幻幾儀纏溜

鍔伽(7ハ5日)

�

液どでず秘これ密は現行の3原色応用の印刷方式では

艦け島れない⑱では榔､かをも思えますしインキを変

えるだは芯解決で慈藩閥題秘どうかもこの段階では未

澄指摘で慈概はう球す圭しかしN.Z.の彩色方式カミ

混食巣魯を童&しで》渇､無は大書な参考となりそうです.

次の錦笈1篤3グルｰプの鵜色経過(第愛義)を菟て

平巻い苗ζ⑳グル…プは蟻月18目から7月6資蜜で

蜜胸露洗をして7凋㌢黒が蔭燭光を始めたものです.

ぴ)グ卿グ班一プはそれそれ日本試料だけの1962年

のものを螂6螂?牢のものをの組合わせてその間に

櫨捗淋務須愁か批巧蔓詮お室内露光がどの程度の髭

饗を与党る熊を現る養いう副次的な目的を持っています.

蜜ず篤ヱの一叙では爾グルｰプを通じ五点を除きやはり

失望約溶結果じ湾拙で慈蛮せんでし淀.ただ鶏3グル

㎞プ⑳驚杜の怒⑳はか稼りの陶土壷屍せで為り外團試

料樽鈍じで遜働瀞､批晩鳶憾絃の繕銀壷屍港でくれ花

のは大慧な収猿懇篶施自次1謂熔づくのは鶴亀徴候の

発現が鶴五グ〃一プ熔蛇較篶て弊常紀早いζおで爆沈

?蹄閥で褒化を添松蜜沸､ゑのζ栓は前は蜜肉露洗の

短潮的影響は1蛇んど顧慮攻馴慧は潟漠ぽ鮒晩るうと

いい護レ湖至§蝸閥差もなるあ養渉湯耽か溶り⑳影響

を写免でいて機亀の素地は十分作魯れてい淀墨い蒐漢す.

そこでざく米ざりぱ溶計算隠溶り蜜すか篤五グルｰ

プ&このグルｰプの徴候発蝿騎の騎闘養を蜜陶露光員数

憂⑳関連か儀屋外での五麟閥は蜜肉芯は約3由3驚経度

&割り出窓れ展示溶淳で蜜肉熔慶い施場合憲淡らの

距離胸蜜滋狡1はって条件は彪葛穫慶違りても想い

たい遂｡⑪濁箆幾で莞金熔鶴亀労蕃を携篤慈れ蜜す卓そ

してこのグルｰプ凄での実験緒築が酬蝸杜の試料は箆�
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豊⑰

苗…鮒嬢簿
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鬼

轟竈騨

鍋

醐循よう終筏溺イン勢の改善を膏トれば細かい､轍は

抜慧熔しでもが溶りの鮒施性淋碍陽れ鳶の芯は鮎ミか

鎧の潮待然梼てる次夢です､

ζこ裏での試験の試料は程莱俳脚イン寿壷僕燭篶恕

ものでおく1輔銚性淋訟る泌巧前提は繊巧花ので

すか篤遂グルｰプのものはそれぞれs杜は大冒本イン

キの特練り赤1賛1藍(曇く終メｰ勲一熔注文して作ら

せる)N杜のそれは紫1輩1蔑1別赤壷鍵周篶潰鮒陣

頭初印刷のものです.試験期間は禽慧凋亙潔墾§凋遜

換榊舳11e

F.d.m.t｡｡換弊1帖6

面け光岐ラ:･ク

㌢｡…鍵鋭

･一一一一一

鋤

簾婁薮

錦婁､錦婁グルｰプの縫色経過

目累積曙光夏20.S時間複

色変化を第3表に示し凌す.

やはり特練りというだけあ

って徴候発現時は32～拠時間

前後で放かなかの威力を見せ

ており第1グルｰプの外国

試料に近くことにN杜の黄

と蟻赦の赤は合格点を与えら

れそうですが他の色が弱く

結局は全体としての彩色バラ

ン渓は崩れてしまいました.

このグルｰプの耐光限度は

菊O～δ00目見当とみられ満

蝿で蓄る段階には到りており

黛せん.しかし上述のよう

ぽ特定色はそれぞれよい経過

を屍せているのでこれらを

う蜜く組み合わせればよい結

集秘生濠杓そうです堪

鍛後は指定イ※勢終裟る謝料の試験になるわけですが

篤轟議に盛るを簿凋以降⑳実験には6呈7,8月の3倍

の疑期間を必繁をし実際終は不可能となったのでメｰ

吻一の化学的照射波紀ぷるごあにしました.次に細目

を爺し護ず､

試料

試験機

3｡派ン勢銘柄

s就〉砺｢籍柳J図煽

災鋤鰍泌婁至餓塚顯紗滅銚驚更

簡照射

簾簿イン寿製織

1磁蕃連続姻時

1τη

�

�

籔

トｰD÷峠

C4卓絶“斗斗遣

第警鐘

繁壌

ダ沙一

プ⑳機魯鰹遇

確舳

叶寺今A坤�
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策4表戸外曙光とフュｰドメｰタｰ曙光との対比爽

＼戸外曝尭

＼･潮匿募

フェイ＼

益嘉高＼

戸多ト曝爽1妻窃閥

快騎｡脈猫⑪⑰§時間を三費とす愁

舳月i洲員

�

ユ2

以

�

�

壌､5(ユ5b)

��㌰�

ユ｡.登(6⑪)

望｡.⑪(工婁⑪)

?｡§憂

15.⑪

㌰�

��

妨.0d

㌰�

鋤,奪

玉婁⑪｡e

始｡0d

杏�

至80,0

3釦.0

a黄系工一ス補色用24中賛

b赤系Gプ皿セスG磁性紅

3際色用皇してはビクトリアで希釈す

る

ζ驚系エ㎞ス坐浅葱

ほかに2別色指定

玉:餐｡,嘗⑰o若勧鰯濾

試.験結果は姻時閥経過(屋外6,7,8月期の120時間

に相当)時で蔑§～7影赤5%前後の襖色とみられ

実施部分を明示し扱いと見分けられない程度です.次

に掲げる写真が吻ラｰで匁いのは残念ですが2つの試

料を屍比べてくださればその差異かか在りはっきりす�
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ることと思います.

ただこのテストは短時間の化学照射なので実際に室

内で長時間曝らすのとは条件がだいぶ違うしこれをも

って完全とはいい切れない面もあるのでこの試験とは

別に9月20日から同一試料の室内露光を継続し変化を見

ていますが43年1月10日現在では用紙の汚れヤケを

除いては実質的な変化は朱だ見られません吉これで一

応系統的な追跡試験をおえどうやら耐光性インキの有

効性を認めることができ花わげですが漢芯またこれで

十分をは思えません.耐光インキの持っている弱点は

た設克は彩度(明るさ).か増すと耐性が下がるとかそ

れに関連して全体の彩色バランスが暗く扱るとかいろ

いろとでてきそうで各種の而立光インキの特性をしっかり

とつかんで全体を向一ヒさせていかなければなら狂いでし

ょう.ただ前に挙げた幾つかの印刷技術上の問題点

(主として3原色法1はる)はどうやら機色対策6主

要な斌インドになりかかっている耐光インキを十分に研

究することによって当面は回避で慧そうです｡しかし

3原色法の問題をも含めて猟.Z.の地質図のように中

間色1混合色の単亀を健用するとか他の外国資料のよ

うに線の太巻を変えるとかそのほか用紙(紙質)の検

討匁ど問題はいくらでもありそうセす.

以上回りくどく述べてきたこの一連のテスト結果と耐

光性インキ採用にいたる経過で地質調査所の貴重な研

究成果の刊行物が外国の成果品と肩を在らべられるよう

に溶れば私たちも任務の一端を果たせることぽもなり

ましぶうし慈らに資料出版に従事しておられる各方面

の方冷のいさ巷かの参考をもなって適応す誹P刷イン

キを指定するこあか次第に常識となり印刷業曹の協力を

得て文献資料としての各種の多色印刷図の価値肉上の

一助ともなれ1まこれに過ぎる喜びは救いと串ぜ漢しょ

う｡(繁者は資料室)

おわり1ご今次試験にあ怒って有益な助言とご協力を願りた東

洋イン率製造(撚)池承奥生残および岡杜背戸工場インキ部の

労禽ぽ厚く抽礼を串し上げ叢す白匁お資料窒稲村技官企画

官窒玉井技官ぽはそれそれ外頭試料の選定その他適切濠助烹

と協力を願い婁した.

この襯色試験の詳細については日本国際地図学会｢地馳

Vo至,餐猟｡｡婁亙968に掲載の予定です,

堆石炭輯挙国際会

議

エ｡贈紬蝉6則0日

(凋)べ4日(金)

2｡肩炭化作馬1熱分

解1ガス化抽石炭

織織に関する講演

会

3,奴豆i鴛童n憲]=nsti宣ute

○董童h餐C堅琶eho

s1ova没ia,Acade一

㎜yQfScience

遵.石炭科学園際会議

S｡嚇n泌9亙鵬1重雌｡fth讐C居直出｡s王｡禰k

ACad鋤y⑪董SCieηC竃皇P獺h象｡

邊薫十九撃韓鶴壷違禽

王1鯛秘眸遂搬蝸(氷)紹鯛(金)

婁｡第警固襲墾学悠糊楕嗣位滋講研究発議姿

§｡騒滋教驚姦館(文部銭澄楼算)

遂｡賢楽地質学舎憾か鑓学理観嚢

δ｡東京都文寮ぽ泰駒砥婁丁賢鑓番遂腸(灘獄肉)

驚泰放射機同位貌素協会内

襲工学績糊カ養嗣位禿繁研究驚譲嚢耀鴬嚢資会

聡王.簾寮(03)螂一価至

唄溝溝瀞隷畿

夏｡畷翻銘埠遂凋§濁(畿)榊嚢濁ζ火)

婁吉費本海洋学義饗撃大会

3｡簾海区氷麓研究蕨ζ康寮都綿築屡勝ど繋ら一δ一夏)

蟻亘｡⑩婁)搬一エ燃(代)

遂.鷲本海洋学会

§｡東京都中野区栄町通1-28

棄京大学海洋研究所内貝本海洋学会

明雄紛洗学会

王咀婿和43隼餐凋2畑(金)榊25日(土)

2､瑠榊3年黒本分光学会溺常総会･講演会

3.国立教育会館(東京都千代閏区霞ケ関3-2)

嬉｡資本分光学会

5｡康京都新酒ぽ百人町4-400

東京教育大学光学研究所内

貸本分党学会岱玉.東京(⑪3)362イ881

･物理探鉱技術協会

'ユ｡昭和近鮮4月25目(木)～27目(土)

婁畠創並礪年記念行事および雰黍講演会

3｡鰯搬礪単調愈行事……一…･機械振興藷館

馨拳講演釦･川い…川川･凸川蝉稲禺汰学外欝講蟹

遵古物鍵探鉱技術協会

器｡神祭州燥州鰭甫久本峨純蟹調査所内

物理繰鉱競獅鶴会蟻至.(鰍棚一3蜘

曲砲撃圃傭繊蹴姦

主｡瀦秘蹄醐蝸(鐙)榊蝸鯛)

曇｡第2獺総会(団体研究の蔵築&今後の方陶)

3｡簾寮教育大学

遂｡地察団体研究金

葛｡藻凝都豊爵区繭池袋喜一般一驚

締蛋ビ淡陶抽学鰯体聯究会彼至X03)鰯一3搬

〔激篶｡鰯経緯潟濱婁｡義倉縞婁｡義艦

遵､窪機繋轟｡遼鰭銑ζ鵜翻i鮒1瀬鵜嚢騰鰯)�


